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はじめに
我が国は.現在の 「高雄格化社会Jから.近い将来，
「高齢社会」へと移行しようとしている。そのような状
況の下で.とくに高齢者に被害が多いとされている日常
生活における事故に関する研究が，近年さかんに行われ
るようになった。すなわち，内田 ・宇野 ・直井け.2)は，
新聞記事および国内外の死亡統計資料による調査や実態
調査を通じて，日常災害の概念、を整理し，日常災害の種
類による災害機構の分類を試みている。これらの研究を
受けて，古瀬"は建築安全性の人間工学的評価手法に関
する一連の検討を行い.さらに，住宅内の事故でもとく
に重大な事故につながる恐れのある階段に焦点を絞って，
各種統計資料，実態調査，実験に基づく体系的な研究成
果を発表している。また，住宅内事故のうち，場所別発
生頻度の極めて高いとされている浴室での転倒事故につ
いては，兵庫県立生活科学研究所叫が調査 ・研究を行っ
ている。
さらに，口頭で述べたような背景から.高曲章者を対象
とした研究も多い。西JlI叫は65歳以上の老人家庭を選定
して，アンケートと面接調倉により，老人の家庭内事故
の実態犯錫を行い，建物平面計画との関連についても若
干ながら言及している。水野ほか')は，高齢化に伴う身
体的機能の低下との関連から老人の住宅内事故を考え，
事故発生現場におけるかなり詳細なヒアリング調査を行っ
て，事故実態の解明を志向している。また，水野ほか7)，
')は高齢省の転倒 ・転落事故などの原因となるつまずき
現象の解析に関する実験を行い.つまずきを類型化して
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いる。高橋 ・徳田 ・林ほか叫，10)は，高齢者の転倒 ・転落
事故は老化に伴って事故率が高くなり，治療に長期間を
要する重症事故発生率も高くなると述べている。
上記のように，様々な角度から高齢者の日常安全性に
関する研究が行われているが，これまでの研究では対象
が住宅内に限られたものが多し道路 ・公園などの公共
空間を含むやや広い生活圏場における検討が充分なされ
てきたとは言い難い。また，住宅を形式 ・構造.8IJに分類
し，事故率，事故の種類などの特性について考察した研
究もあまりみられない。
このような観点から，この度，住宅を戸建と集合とに
区分し，さらに住宅内のみならず周辺の生活圏援をも対
象とした広がりの中で発生した高齢者の日常生活事飲に
関する実態調査を行ったので結果を報告する。
調 査方 法
住宅形式を戸建住宅と集合住宅とに分けて日常生活事
故を考察する場合，木造と非木造の分類から成る構造的
.&異や住戸周辺における公共空間の多寡あるいは人口密
度の差など環境要因の途いを前提にして比絞することが
必要となろう。本稿では，住宅形式に着目しながら高齢
者の日常生活事故実態を調査する対象地区として，大阪
府吹田市の片山，竹見台，出口町，背山台の4地区を選
定した。片山地区と出口町地区は，戸建住宅がそのほと
んどを占める関静な比較的古い住宅街である。一方.竹
見台地区，青山台地区は千里ニュータウンを織成する一
地域で，中低層 ・高層の集合住宅と戸建住宅とからなっ
ている。
調査は上記各地区とも老人クラブ会員の方々を対象と
して行ったが，片山 ・竹見台地区は老人クラブの地区役
員に会員へのアンケート用紙の配布と回収を委託し，出
一152一 住居学
口町・青山台地区については用紙の配布を老人クラブに 別に対象者の構成を示した。今回の調査では， 251通の
委託し，回収は返信用封筒による郵送とした。調査票の 有効回答から合計352人の対象者が抽出できた。 戸建・
配布は，片山，出口町，青山台地区は昭和6拝 9月中旬， 集合の両形式とも女性の方が多い。ところで.本調査に
竹見台地区は昭和62年1月中旬に行い，いずれも回収に おける住宅形式区分は，前述したような構造的差異およ
2-3週間を要した。 び接地性の有無などを意識して分類している。そこで，
調査察は大きく 3つの設聞から成っている(付録)。 調査結果に一部含まれていた長屋建住宅は戸建として扱っ
すなわち， (1)では住宅の形式・構造・居室面積・経 ている。図lは，ここで戸建住宅と して分類したものの
年数を， [2)では居住者の年齢・性別・居住年数・外 内訳を示した図である。同図でその他の項目は，庖舗併
出時聞を，そして[3 )ではこれまでに発生した日常生 用住宅などをさす。なお，機造別で内訳を示すと図2の
活事故の内容，つまり事故を起こした人・日時・事故発 ようになるが，戸建居住者の日常生活事故は全て木造往
生場所・事故の種類・原因・けがの種類・処置・事故後 宅で発生している。
の身体の状態・事故に建物の不備が関与したかどうかを
尋ねている。
なお，本調査では付録に示した調査票の中で述べてい
るように，転んで擦りむいた程度の事故も含むとして回
答を得ている。また，けがの種類も同時に問うており，
本調査における事故とは少なくとも何らかのけがを伴っ
た場合と定義される。
調査結果
表1はアンケート用紙の回収状況をまとめたものであ
る。 4地区合計で251通の有効回答を得たが，青山台・
竹見台のニュータウン地区での回収率が低かった。なお，
本稿では高齢者を対象としているため， 60歳以上の人が
いない家庭からの回答は無効として扱った。つぎに，表
2に戸建および集合住宅に分けた住宅形式glJの年齢・性
表1 アンケート回収結果
地区 配布数 回答数 有効回答数 事故人数
主同金<':.， 1比J"E口A 100 12 10 3 
出口町 30 1 1 
片山 360 188 179 40 
竹見台 185 55 51 14 
合計 675 266 251 58 
表2 対象者の年齢別・性別矯成
性 60歳代 70歳代 80歳以上 合計
戸建住宅
男 33 55 19 107 
女 55 73 41 169 
吉住宅
男 7 13 5 25 
女 20 27 4 51 
合計 115 168 69 352 
(2) 
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戸建住宅居住者の事故は，有効回答195件のうち36件
において発生し，延べ人数でいえば対象者276人中事故
経験者は42人ということになる。その内訳を示すと図3
のようである。同図において事故者は60歳代男性3人
(9.1%)，女性12人 (21.8%)，70歳代男性4人 (7.3%)，
女性15人 (20.5%)，80歳以上男性2人(10.5%)，女性
6人(14.6%)といずれも女性の方が事故率が高い。な
お，カッコ内の数字は性別・年代別の回答者数 (表2)
に占める事故発生者の割合を表わす。さらに性別と事故
発生場所との関係によれば，室内での事故はほとんど女
宮野他:住宅内外における高齢者の日常生活事故 -153-
Eコ対象者
医ヨ男
[ill女
~男事~有
IID女事&t有
60 90 12Il 
入殺 人
図3 回答者の属性(戸建住宅居住者)
性で.専用庭でも女性の事故が多い。これに対して，屋
外の公的空間での事故率は若干ながら男性の方が高い傾
向にある。
つぎに，戸建住宅居住者の事故の要因を数量化理論E
類を用いて分析する。外的基準には受傷程度を採用した。
すなわち.アンケート調査のけがの処置に対する回答で，
「何も処置せず」と「家で処置したJを軽症， r医者・病
院に行った」と「救急車を呼んだ」と答えたものを重症
とみなして受傷程度を2つに区分した。説明変数には年
齢，性別，事故発生場所を選んでいる。図4はその結果
た。なお，各アイテムのレンジは年齢0.458，性別0.140.
場所0.796で正判別率8.1%である。
一方，集合住宅居住者の日常生活事故について検討す
ると以下のようになる。表2に示したように，戸建住宅
居住者に比べて集合住宅居住者の回答は少なく，相対的
に事故件数も少なかった。すなわち，集合住宅居住者の
事故は有効回答56件のうち14件で発生し，対象者76人中
事故者は16人であった。図5はその内訳を示したもの
であるが，同図において事故発生者は60歳代男性l人
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を示したものである。図において，カテゴリ ースコアが (14.3%)女性8人 (40.0%)，70歳代男性3人 (23目1%)， 
力テコリースコア
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図4 数量化H績による受傷程度の判別
9:.性4人 (14.8%)，80歳以上ではOである。戸建の羽
合とJi'ilなり，必ずしも女性の事故率が高いとはいえない。
集合住宅居住者の事故を発生場所別にみると図6のよ
うになる。図によれば，プライベートな空間より公共的
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日
4 
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な局所で事故が発生する比率が高いことがわかる。そし
てその内容からすれば，公園や路上で走ってきた自転車
や人に衝突して受傷した例があり，不特定多数の人々が
プラス偲IJに大きくなるほど受傷程度が重くなることを表 同時に利用する公共空間での危険性のー織を示している。
わす。結果によれば，年齢ではより高齢になるにつれて， さらに，回答の中でとくに公園を利用することの多い高
性別では女性が，また場所では屋外の公共空間における 働者が，動きの活発な中学生などの若年層との同時使用
事故が大きなけがにつながる危険性を有することがわかっ に恐怖感を持ったり，何らかの保護対策を要求している
(3) 
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ことからすると，事故発生に到る以前の潜在的な危険は
かなり多く存在していると考えられる。一方，住宅内事
故の4件はいずれも家族人数が一人か二人の老人世帯で
発生しており，筆者のうちの一人ほかが過去に行った調
査結果川と一致して老人世帯の危険性を表わしていると
いえる。すなわち，家事労働を高齢者自身が行うことに
より，高所からの転落や転倒事故をおこす確率が高くな
ることが考えられる。このことは，上記4件の事故がい
ずれも女性であることからもうかがえ，生活環境の整備
などによる安全対策の実施のみならず，二世代同居やケ
アサービスなどにより家事労働軽減を図る方法の考慮の
必要性をも示唆しているものと考えられる。また，図6
における3件の共用階段での事故の発生と，高層住宅の
エレベーターの止まらない階に住んでいる老人が半ばは
うようにして階段を昇り降りしているとの聞き込みは，
最低限の対策として階段への手摺の設置を早急に実施す
べきであることを示している。
以上に述べてきた住宅形式別の事故発生率を整理する
と表3のようになる。同表によれば，住宅内事故は戸建
表3 住宅形式別事故発生率
宅居住者の方が高い事故率を示すことが明らかとなった。
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羽lepurpose of this study is to examine the difference of dai1y accidents of aged people which have occurred 
inside and outside of dwellings. We conducted an investigation by questionnaire and interview methods in Osaka 
Prefecture. According to tlus study， we discovered a deImite tendency showing that females were i吋uredat a higher 
rate in daily accidents. And although the accident rate of males is higher outside of their dwellings， the accident 
rate of females is higher inside of their dwellings. ln summation， there is a clear tendency showing that the grade 
of injury gets more severe as the individual gets older. 
( 5 ) 
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付録 アンケー卜用紙
( 1 )現在のお住まいについてお伺いします。
(1)お住まいの形式について該当するものの記号(ア，イ，ウ，など)をOで囲んで下
さい。
ア，平屋の一戸建 イ， 二階建の一戸建 ウ，平屋の長屋建
エ，二階建の長屋建 オ， 共同住宅 ( )階建の( )階，エレベーター(あり・なし)
カ，その他 ( ) 
( 2 )お住まいの精造について該当するものの記号をOで囲んで下さい。
ア，木造
イ，非木造
わかれば具体的に記入して下さい。(
例，鉄筋コンクリート造，鉄骨造 など
(3 )お住まいの居室数を広さごとに記入して下さい。
(独立した台所，浴室，便所，玄関，廊下，納戸などは居室に含みません。)
3畳大( )室 ・4.5畳大( )室 ・6畳大( )室 ・8畳大( )室
その他( )畳( )室 ・ ( )畳( )室 ・ ( )畳( )室
(4)お住まいの建築時期を記入して下さい。
明治 ・大正・昭和 ( )年( )月 または 築後( )年くら い
( 2 )現在のお住まいに住んでいらっしゃる御家族及びその他同居の方についてお伺いし
ます。
(1)御家族・同居の方全員(イ~トとしてあります)の性別， 年令，今の住まいでの居
住年月数，平日に外出している時間(最も平均的なもの)を下の表に記入して下さい。
性別 年令 居住年月数 外 出 時間
世帯主 (イ) 男・女 才 年か月 時~ 時・ 時~ 時
(ロ) 男・女 才 年 か月 時~ 時 ・ 時~ 時
(ハ) 男 ・女 才 年か月 時~ 時 ・ 時~ 時
(ニ) 男・女 才 年 か月 時~ 時 ・ 時~ 時
(ホ) 男・女 才 年 か月 時~ 時 ・ 時~ 時
(へ) 男 ・女 才 年 か月 時~ 時 ・ 時~ 時
(ト〉 男・女 才 年 か月 時~ 時 ・ 時~ 時
例， 実父 (ト) 男 ・女 65才 9年5か月 6時~ 8時 ・ 16時~ 18 時
(6) 
宮野他・住宅内外における高齢者の日常生活事故
? ??、?
( 3 )御家族 ・御同居の方全員の中でこれまでに住宅の内外(庭 ・敷地を含む)で日常災
害事放を起こした方がいらっしゃいますか。(日常災害事故とは表紙で説明したよ
うな事故で，転んで擦りむいた程度の事故も含まれています。)
イ，いる ・・・・・ ( 4 )の質問にお答え下さし、。
ロ，いない・ ・・・ アンケートはこれで終わりです。御協力ありがとうございました。
( 4 )あなたや御家族，同居の方がこれまでに起こした日常災害事故についてお伺い しま
す。次の( )の中に適当な語句を記入し，また( )の中から記号を選んで別紙
解答欄にお答え下さい。
( 1 )どなたがいっその事故にあわれたのですか。
(イ・ロ・ハ・ニ ・ホ ・へ ・ト)さんが ( )年 〕月( )日
(午前 ・午後 ・深夜)
( 2 )それはどこでですか。
屋内ア，居間 ・食堂イ，台所ウ，個室 ・寝室エ，便所オ，浴室
カ，廊下 ・ホール キ，玄関 ク，階段 ケ，共用廊下・ホール
コ，共用玄関 サ，共用階段 シ，エレベーター ス，その他 〔
屋外 セ，専用庭 ソ，共用庭 ・公園 ・遊び場 タ，駐車場 チ，自転車置き場
ツ，その他( ) 
〈ケ，コ，サ， ソは，共用住宅(マンション ・団地など〉の共用の場所を指します〉
( 3 )それはどんな事故でしたか。
ア.高いところから落ちた。どこから ?
イ.階段から落ちた。どうして?
(タ.すべって チ.つまずいて.ツ.
テ.その他( ) ) 
ウ.床で転んだ。どうして?
(ナ.すべって ニ. つまずいて ヌ.
エ.落ちてきたものがぶつか った。何が つ
オ.倒れてきたものがぶつかった。何が つ
カ.ぶつけた。 とこにつ( ) 
キ.はさまれた。何につ ( ) 
ク.こすった。どこにつ ( ) 
ケ.切った。 何でつ ( ) 
コ.やけどした。 何で? ( ) 
サ.感電した。 何で? ( ) 
シ.ガス中毒 ・酸欠事故を起こした。
ス.溺れた。 どこで? ( ) 
セ.その他 ( ) 
〕 ・どの位の高さから ?
ふみはずして
、 、 ，
?
、?〔〕〕???
〔〔
(4)何が原因でその事故を起こしたのですか。
( (例)ふざけていて・酒によ っていて ・床が濡れていて ・ぼうっとしていて〕
(7) 
-158- 住居学
( 5 )その事故でどんなけがをしましたか。
ア.打撲イ.骨折ウ.ねんざエ.すり傷オ.さし傷カ.切り傷
キ.やけど ク.感電ケ.中毒・酸欠 コ.溺水サ.その他 ( ) 
(6)けがの処置はどうしましたか。
ア.特別の処置はしなかった。 イ.家で処置した。 ウ.医者・病院に
行った。 エ.救急車を呼んで病院に行った。 オ.その他 ( ) 
( 7 )けがの処置後の状態はどうですか。
?
?〔? 、 、??ヮ??
??
?
??
?
〔
?
?????
。 。
?
???????? ?????? ?? ?? ?
。??????????
?
? ??
???
???
(8)その事故の原因は建物自身の不備によるものだと思いますか。
ア、思う イ、思わない
(9) (8)で「思う」とお答えになった方は、何か対策を講じましたか。
ア、はい〔具体的に イ、いいえ
アンケートはこれで終わりです。御協力ありがとうございました。
(8) 
